
 

九州ルーテル学院大学研究（ブランディング）の推進・運営に関する基本方針 

 

 

基本方針 

１．特色ある研究の推進 

本学は、本学を特色づける学問分野における重点研究を推進するとともに、地域社会に貢献

する研究拠点として、柔軟な研究体制を構築し、特色ある研究課題の設定を行い、地域や社会

の要請に応え得る研究を推進する。 

 

２．研究と教育 

研究成果に基づいた教育により、地域社会に貢献できる人材を育成することが本学の使命で

あることを認識して、研究活動に裏付けられた具体的・実践的教育を行う。 

 

３．大学間連携等の共同研究の強化による社会との連携大学間連携 

産学官連携等による共同研究を強化し、本学の所有する知的資源を活用した特色ある研究を

展開し、社会との連携を図る。 

 

４．研究推進マネジメントの構築 

多様な研究や特色ある研究を持続的に推進する環境基盤を整備するための組織を構築する。 

（１）外部資金獲得の拡大と支援体制の充実 

競争的研究資金等外部資金の受入体制を整備し、科学研究費補助金その他の補助 

金事業への積極的な応募を支援する体制を充実させる。 

（２）個人研究費及び学内研究補助金の戦略的配分 

外部資金獲得の拡大のため、学長裁量経費として、研究費の一部を留保し、外部資金 

の獲得活動を活性化する。 

 

５．研究成果の発信 

教員の研究活動・研究成果を積極的かつ効果的に発信・公開し、社会に還元することにより、

文化の創造・発展と社会・人類の福祉に貢献する。 

 

６．研究活動の評価 

客観的かつ公正な視点で研究活動及び研究成果の評価・検証を行い、研究基盤の継承と発展

を図る。 


